
【信州の木活用課】

１　必要性・独自性 【基本方針活用事業より】

・

・

２　目指す成果・成果目標 【基本方針活用事業より】

・

【取組により期待される効果】

・セラピー基地利用者の増加

・セラピー参加者の健康維持・増進、森林への興味促進

３　事業の概要

・

予算額：千円

４　見える化に向けた取組、取組の継続性、他地域への波及効果等

・

【参考】　事業イメージ

森林セラピー推進支援事業（施設整備）

本県の森林セラピーの利用を促進するとともに、関連する産業（観光、健康、環境、産業）
との連携を強化し、地域資源として積極的に活用していくため、セラピー基地等の魅力向上
を図るとともに、県内外へ積極的にPRを行い、利用者の増加、満足度の向上を図る。

森林を活用し農林業・観光・医療の各分野が連携した取組である「森林セラピー」は、新たな地域活性化策として
期待。

事業内容 事業主体 Ｈ31年度 事業計画 補助率 予算額

本県の強みである基地数最多の「森林セラピー県」として、県内及び全国からの森林セラピー体験者に対し、安
全に利用できるセラピー基地内のフィールド整備・施設整備が必要。

森林セラピー基地の整備　全10箇所/5年間

森林セラピー基
地整備

9箇所

利用者へ森林の持つ魅力の波及と基地運営の継続を図るとともに、利用者増加による集客効果を他
地域へ波及し、地域資源の掘り起しへ繋げる。

・修景伐採
・施設補修
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35,844市町村

・効果ある森林セラピー体験のための歩道整備 ・安心して利用できる施設への補修
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